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【本領域の目的】 

近年、加速器を用いて様々な高輝度量子ビームが
作り出され、多彩な基礎科学研究が生み出されてい
る。ところが、これらの研究は孤立して進められ、
他の分野で高度に進んでいる理論研究や技術の進展
に気付くことなく行われていることが多い。本領域
では、宇宙 X 線・ガンマ線観測のために開発され
た最先端検出器技術と、負ミュオンビーム、高エネ
ルギー光子ビーム、偏極を付加した放射性同位元素
(RI)ビームという、日本が国際的に極めて優位な位
置にある三つの「エキゾチック」な量子ビームの研
究を結び付け、新たな視点や手法による研究を共同
で行う。これにより、それぞれの基礎科学分野の研
究を深化させるばかりではなく、元素分析から医学
に至る異分野融合による応用研究において新しい展
開を行うことを目的とする。 
 

【本領域の内容】 

本領域では、宇宙観測から生まれた極限性能を持

つ先端的宇宙 X 線・ガンマ線観測技術を発展さ

せ、高強度のエキゾチック量子ビームを用いた研究

への展開を図るとともに、検出器技術をがん研究な

どの異分野に展開する。 

基礎科学、応用実験科学、分野横断技術開発の三

つの研究分野を設け，その中に合計七つの計画研究

を立てる。基礎科学分野では、超高分解能 X 線分

光装置やテルル化カドミウム(CdTe)半導体センサ

ーを用いて、ミュオン特性 X 線の広帯域にわたる

精密分光計測を行う。また、少数多体系理論を共通

の枠組みとして、高エネルギー電子ビームから生じ

る仮想光子を用いたラムダハイパー核の精密電磁分

光を行い、ΛN相互作用の荷電対称性の破れ、中重

ハイパー核のアイソスピン依存性など、バリオン力

の研究を進める。応用実験科学では、負ミュオン特

性 X 線によるバルクな試料に対する非破壊 3D イ

メージング元素分析法を確立し、地球外試料や考古

物などを対象とした研究を実施する。高強度負ミュ

オンビームを用い、新たに提唱する反応に基づくミ

ュオン触媒核融合の学術的研究を進める。元素依存

性のない高偏極 RI ビームを生成し、RI を物質中の

原子核と置換することで、μSRに対する β線検出

型超高感度 NMR 法による物質科学研究を創出する。

分野横断技術開発分野においては、領域発展に必要

な先端的検出器、負ミュオン超低速マイクロビーム

の開発などを行う。さらに、がん幹細胞を標的とし

た医学研究のために CdTe 半導体素子を応用した小

動物用生体内 3D ガンマ線イメージング装置の開発

を行うなど、医学・薬学の研究者との異分野共同研

究を開始する。 
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【期待される成果と意義】 
本研究で対象とする原子核や原子分子反応などの

基礎科学研究、ミュオン触媒核融合研究などにおい
て、過去成し得なかったレベルの超精密科学研究が
実現するとともに、少数多体系理論を発展させ、共
通する理論的な枠組みの構築が期待される。ビーム
の高度化、高度な検出器の導入により、負ミュオン
を「プローブ」として用いるエキゾチック原子研究
が飛躍的に進み、超高感度の非破壊元素分析手段と
してのミュオン特性 X 線応用が実用化される。
CdTe 半導体センサー技術を発展させた、小動物の
ための高感度生体内ガンマ線 3D イメージング装置
の開発により、腫瘍内のがん細胞の性質や多様性の
研究が発展する。多彩な分野の研究者を、領域にま
とめあげ、頭脳循環を図ることで、「新たな価値創
出を容易とするプラットフォーム」が実現する。 
 

【キーワード】 
負ミュオン：電子と同じ性質を持つが 200 倍重い
素粒子。電子と同様に原子核に束縛されて原子を形
成するが電子に比べて 200 倍原子核に近い軌道を
持つ。 
テルル化カドミウム(CdTe)：100 keV のガンマ線に
対してシリコンに比べて 100 倍もの検出効率を持
つ化合物半導体。 
 

【研究期間と研究経費】 
 平成 30 年度－34 年度 
  1,093,000 千円 
 

【ホームページ等】 

https://member.ipmu.jp/SpaceTech_to_QuantumBeam 


